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ユーラシアユーラシア
　　プレート　　プレート

　　「恐竜絶めつの時」 を見る

はじめに：北海道のなりたち

１．「海」だった十勝

　地球の表面は、厚さがおよそ100㎞もある「プレー

ト」という厚く固い岩の板（岩盤）におおわれていま

す（海の底でも）。このプレートは地球に十数枚あり、

地球内部の力などによって、つめがのびるくらいの速

さで動いています。（→ プレートについて ｐ23）

　およそ6,500万年前、恐竜やアンモナイトが絶めつし

たころ、北海道の西側や本州になるところは、「ユー

ラシアプレート」に乗っていましたが、一方、北海道

の東部になるところは「オホーツクプレート」の上に

乗って、はるか遠くにはなれていました。

　２つのプレートはゆっくりと近づき、間にはさまれ

た「クラプレート」の一部は、ユーラシアプレートの

下へしずみこんでいました。

約2,500万年前、オホーツクプレートは南へ、ユーラシアプレートは北へ

ずれる動きをしていた。

第１章　十勝の平野や川ができるまで － １．「海」だった十勝

　およそ5,500万年前、オホーツクプレートとユーラシ

アプレートがかなり近づいていました。

　北海道東部になるところは、サハリンになるところに

近づいていました。東西の北海道は、ずれていたのです。

　同じころ、南から「太平洋プレート」が北上してきま

した。この時期、やがて日高山脈の一部となる深成岩や

変成岩ができました。

　太平洋プレートとクラプレートの境界は、温度が高い

「海嶺」です。この熱によって、深成岩や変成岩ができ

たのではないかとも考えられています。（→ｐ29）

ずれて近づく東西の北海道

　およそ4,000万年前、オホーツクプレートとユーラシ

アプレートはしょうとつします。

　その後、はるか南でインド大陸（インドプレート）が

アジア大陸（ユーラシアプレート）にしょうとつしたこ

となどによって、オホーツクプレートとユーラシアプレ

ートの境界（断層）は、たがいにずれる動きをはじめま

した。北海道東部のあるオホーツクプレートは南にずれ、

東西の北海道がさらに近づいてていきます。　

南へずれるオホーツクプレート

※１　オホーツクプレート：北米プレートのうち、オホーツク海を中心とした部分で、現在

はシベリア東南部から本州中央部までにあたる。

※２　深成岩（しんせいがん）：マグマがゆっくり冷えて固まってできた岩石。深いところ

でできることが多いので、この名がついた。

※３　変成岩（へんせいがん）：もともとあった岩石が熱や圧力などを受け、その岩石を形

づくる鉱物（こうぶつ）の組み合わせや、岩石のつくりが変化してできた岩石。

約6,500万年前のプレート。海や陸は省略してある。北海道の東部になるとこ

ろは、北海道西部や本州になるところとはなれていた。

約5,500万年前のプレート。オホーツクプレートがユーラシアプレートに近

づき、また、太平洋プレートと熱い海嶺が北上してきた。

（「道東の自然を歩く」より、改変）

（Kimura，1994 を改変）

（宮下ほか（1997）より、改変）（宮下ほか（1997）より、改変）（宮下ほか（1997）より、改変）
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ユーラシア
　　プレート

　　「恐竜絶めつの時」 を見る　　「恐竜絶めつの時」 を見る　　「恐竜絶めつの時」 を見る … 浦幌のＫＴ境界層

　恐竜やアンモナイトは、およそ6,500万年前に絶めつし

ました。原因は、巨大いん石が地球にしょうとつしたた

めだったようです。

　直径およそ10㎞といういん石が、今のメキシコ・ユカ

タン半島にしょうとつし、火の玉となった岩石は飛びち

り、世界中の森林に大火災を起こしました。地球は、ま

い上がったチリやススにおおわれます。

　地球は一気に寒くなり、しばらくしてからは、逆にと

ても暖かくなったといいます。こうして、環境がはげし

く変わったため、恐竜やアンモナイト、その他の生き物

が大量に絶めつしました。

　このいん石しょうとつの時、地球をおおったチリやス

スが降り積もり、黒い地層

となって残りました。これ

を「ＫＴ境界層」といいま

す。

　このＫＴ境界層が、日本

では初めて浦幌町で見つか

りました。足寄動物化石博

物館に、この地層をはぎ取

ったものがあります。

ＫＴ境界層（浦幌町）。白い地層のすぐ左上にある黒い地層（矢印の先）。

　ＫＴ境界のＫは中生代の終わりである「白亜紀」を示すドイ

ツ語の頭文字で、Ｔはそれに続く新生代の始まりである「第三

紀」を示す英語の頭文字です。つまりＫＴ境界とは、中生代と

新生代のさかいめのことです。およそ6,500万年前になります。

　ＫＴ境界を示す地層をＫＴ境界層といいます。この地層より

上では、恐竜やアンモナイトの化石は見つかりません。

ＫＴ境界とは

　1980年、イタリアのＫＴ境界層で、「イリジウム」という金

属元素が異常に多く集まっている「濃集」が見つかりました。

　このイリジウムというのは、地球の表面にはほとんどなく、

いん石などに多くふくまれるものです。その後も、各地のＫＴ

境界層から（のちには浦幌でも）濃集が見つかります。

　一方1990年、メキシコのユカタン半島の地下で、直径が100㎞

以上ある巨大なクレーターが見つかり、約6,500万年前のものだ

とわかりました。

　こうして、恐竜やアンモナイトなどが絶めつしたのは、いん

石によるのではないか、と考えられるようになったのです。

いん石の証拠「イリジウム」

　明治28年（1895）から、今の浦幌町の常室川ぞいなどで、

浦幌炭鉱が開発されはじめ、昭和29年（1954）まで石炭がほ

られました。今でも「炭山」という地名が残っています。

　およそ4,000万年前、オホーツクプレートとユーラシアプレ

ートがしょうとつし、北海道の中央部が浅い海～汽水域（海水

と真水が混ざったところ）になりました。

　そのころ、低地に広がった湿原や大森林の植物が厚い泥炭と

なり、その後、それが地下で熱と圧力を受けることで、石炭が

できたといいます。

浦幌町には炭鉱もあった

　恐竜というと映画「ジュラシックパーク」を思い出す人がい

るかも知れません。この「ジュラシック」というのは、中生代

の中の「ジュラ紀（およそ１億５千万年前）」のことです。

　陸別町小利別の、旧小利別駅から訓子府方向におよそ800ｍ

進むと、赤っぽい「赤色チャート」の地層が見られます。これ

は、ジュラ紀の海底に、ケイ酸という物質を多くふくむ生き物

の、死がいがたまることによってできたと考えられています。

陸別町の「ジュラ紀」の地層

もう少し細かいこと

足寄動物化石博物館の位置。

足寄町郊南１丁目。

ＫＴ境界層がある浦幌町字川流布

（道有林のため入る許可がいる）。

アンモナイトの化石（三笠市立博物館）。

アンモナイトは、約6,500万年前に絶

めつした。　　 

北海道のなりたち

※４　インド大陸（インドたいりく）：今、インドなどがあるインド半島は、かつては独立

した大陸だった。4,000万年前以降に、インド大陸はアジア大陸（ユーラシア大陸）に

しょうとつし、そのためヒマラヤ山脈ができたという。今でも北上している。

※５　クレーター：爆発（ばくはつ）や物がしょうとつすることによって、地表にできたく

ぼ地のこと。とくに、いん石によってできたものを指すことが多い。

※６　泥炭（でいたん）：沼地で、死んだ植物があまり分解されずに炭化したもの。

（宮下ほか（1997）より、改変）
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